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就任3年目の抱負
　　　　　　　　　　　　         　水保自治会　会長　市田　昭三
　
　風薫る心地よい季節となりました。会員の皆様には、益々ご清祥の
事とお慶び申し上げます。平素は自治会運営に多大のご支援とご
協力を賜り有難うございます。お陰様で１期２年間を大過なく進めさ
せて頂き心より厚くお礼を申し上げます。以前からの望みでありまし
た事務員の雇用も実現し、防災防火施設、神社境内の環境整備、
そして子供の安全対策の推進、尚、新たな試みとして各団体役員、
各委員、組長の皆さん等と自治会役員との会議を個別的に開催して
相互の連携と情報交換の場を持つ事ができまして、その都度色々と
勉強させて頂きました。
　さて、今回の役員改選により再度重責を負う事になりました。就任
から3年目を迎えるに際しまして今日まで経験致しました数々の教訓
を糧に、より一層精進するよう心を新たにしている所であります。運
営の基本理念は当初と変わらず、「融和と連帯」「協調と協働」「創造
と実践」を掲げ、チームワーク（思いやりと心遣い）を基に対話と交流
（ふれあい）、現代社会における個々の意識改革に努めて運営活動
を推進して行く所存であります。出来得れば今後はもっと水保町の
歴史など全てをお互いに知り水保の良さと伝統を維持しながら次世
代へバトンタッチして行きたいと、私なりの望みを持って居ります。
　まちづくり推進会議をはじめ各種団体組織やボランティアの皆さん
の更なるご活躍とご支援を期待致します。
　「地球市民の森」の里の森ゾーン（通学路）問題、国道４７７号線道
路改築事業、又それらに係わる道路整備拡充、治安と防災、福祉の
充実、そしてこれからの農業経営問題等々、多くの重要課題が山積
みしてありますが、会員皆様のご理解とご指導を賜りながら、水保町
発展のために頑張る覚悟であります。水保町の活性化と将来におい
て悔いの残らない、他に遅れをとらない住み良い街づくりのために、
何卒温かいご支援とご協力をよろしくお願い申し上げ挨拶といたしま
す
　

ゆで卵とポテトのサラダ　　（２人分）

材料：新ジャガイモ　　6～8個　   　 　　　塩
　　　　ニンジン　　 　　小1/2本　　　　　　サラダ油
　　　　玉ネギ　　　      1/4個　　　　　　　　粗挽き黒コショウ
　　　　キュウリ　        　1本　　　　　　　　　粒マスタード
　　　　卵　                 2個　　　　　　　　　マヨネーズ
　　　　ソーセージ　　　2～3本　　　　 　　白ワインビネガー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ドライパセリ
作り方：
① 新ジャガイモは皮ごときれいに水洗いする。ニンジンは皮をむいて
　　１ｃｍ幅の半月切りにする。玉ネギは縦薄切りにして水（分量外）に
　　５～６分放ち、水気を絞る。キュウリは薄い輪切りにし、塩をもみこみ
　　１０分置いて水気を絞る。ソーセージは７ｍｍ幅の輪切りにし、サラ
　　ダ油で軽く炒める。

② 卵はきれいに水洗いして１個ずつアルミホイルで包む。鍋に新ジャ
　　ガイモ、ニンジン、卵、全体がかぶる位の水（分量外）を加えて強火
　　にかけ、煮立ったら火を少し弱め（クツクツしている程度の火加減）
　　途中で卵だけを取り出して水（分量外）に放ち、ジャガイモは柔らか
　　くなるまでさらにゆでる。

③ 新ジャガイモに竹串がスーッと刺さったらザルに上げ、ゆで汁をきる。
　　新ジャガイモを４～６等分位の食べやすい大きさに切り、ニンジンと
　　ボウルに入れる。

④ 新ジャガイモが熱いうちに塩、粗挽き黒コショウ、粒マスタード、白ワ
　　インビネガー、サラダ油を混ぜ合わせ、更に玉ネギ、キュウリ、ソー
　　セージも混ぜ合わせる。

⑤ 粗熱がとれたら、マヨネーズ、殻をむきザックリ割ったゆで卵を混ぜ
　　て器に盛り、ドライパセリを振る。

アドバイス：
☆ たくさん作っておけば翌朝のブランチにも！軽くトーストしたパンに
　　バターを塗り、ポテトサラダをのせ、ピザ用チーズやスライスチーズ
　　をのせてトースターでチーズを溶かせば出来上がり！簡単でボリュ
　　ームもあります。

健康レシピ

水保町からは７人が速野小学校に新入学されました

　　自治会だより　　～現在の検討事項、意見聴衆事項～

１．「びわこ地球市民の森」公園整備の現状について
　　　　里の森ゾーン　（中町～西町）
　　　　　具体的な計画に向けて取り組みがされていく中で、問題視
　　　　される天神の吊橋計画は予定通り実行される見通しである。
　　　　滋賀県からのその代案として、公園内を小学校から水保の切れ
　　　　所（西町の墓地）を直線で結ぶ通学路を新設する案が出され、
　　　　現在　速野学区の問題として検討されることとなった。

２．祭壇の取り扱いについて
　　　　　生活改善を目的とし購入され、集落センター内にて保管して
           ある祭壇の竹製の部分の傷みが激しくなっている。　現状では
          利用者も無く、修理をするべきかどうか検討している

３．国道477号線バイパス道路計画と対応について
　　　　国・県・市の財政難の中で、予算がとれたことから、道路建設の
　　　実現にむけて自治会としても取り組んでいきたい。
　
４．「ずいき神輿」の開催について
　　　　　今年に開催するといったものではなく、来年度にできるものなら
　　　　開催したいと考えている。　現在、町民の皆さんの意見をうかが
         っているところ。

５．大祭の主催担当について
　　　　現状の西町→中町→上町の順を、変えてみてはどうかといった
　　　意見について検討をしている

６．ボランティアの募集
　　　　花のボランティア、水保サロンのボランティア、通学路立ち番の
　　　ボランティアを募集します。用紙を配布しますので、皆さんの協力
　　　をお願いします。（5月1日時点で多数の応募をいただきました。
       ありがとうございます）

芽依子　ちゃん 知希　くん

葵　くん

准　くん 日南　ちゃん 秀吉　くん 太威智　くん

中川　准　君（西町）、下村　日南（はるな）ちゃん（西町）、
村中　秀吉　君（中町）、下村　太威智（たいち）君（西町）、
西村　芽依子　ちゃん（西町）、小山　知希　君（西町）、
小嶋　葵　君（中町）
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5 3 水
4 木

春の大祭（西町）
月 日 曜日 行事予定

7 日 花祭り

日 慰霊祭
25 日 球技大会
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春祭り　宵宮祭

水保まちづくり推進全体会議

春祭り　神輿渡御祭

21 日

5 金

樹下神社

浜　街道

観音寺

正覚寺

シリーズ　速野の自然
                 ～速野の湖岸地域のヨシ群落～

　市内で速野の地域がもっとも誇る自然環境といえば、なんと
いっても琵琶湖に面した湖岸地帯を多く有している事である。
湖岸道路沿いに今浜町、木浜町、水保町、洲本町地先の湖岸
地域がそれぞれ特色ある自然景観を楽しませてくれる。自然景
観のなかでも木浜の埋立地や水保町の琵琶湖岸付近を除け
ば、特筆すべき自然空間としてヨシ原の景観をあげることができ
る。
　湖岸道路の木浜町や洲本町地先の琵琶湖岸の緑地帯にはヨ
シの植栽事業「ヨシ群落造成事業」が展開されており、見事なヨ
シ原が形成されつつある。また、木浜内湖には昔ながらの琵琶
湖の原風景をしのばせるヨシ原の景観を楽しむことができる。今
浜町の野洲川河口湖岸緑地（なぎさ公園）の水域にもヨシ原が
形成され、「ヨシ群落保全区域」を指定する立て看板を目にしな
がら、もっとも身近にヨシと接することができる。
　　今年も1月に入って、これらのヨシ原で「ヨシ刈り」が行われ
た。これまでは毎年ヨシ帯全域でヨシ刈りが行われていたが、

　
水辺の自然環境の保全の立場から三年に一度のヨシ刈りに改善
されたようである。そのため、今年はなぎさ公園付近のヨシ原の一
部は冬枯れのヨシと新しいヨシの芽生えをあわせて観察することが
できる。
　守山湖岸振興会主催で、1月になぎさ公園の西端付近のヨシ刈
りが実施され、そのヨシが美崎公園（みさき自然公園）のパークセ
ンター前の「広場エリア」に「丸立て」という建て方で現在保存され
ている。ぜひ、身近に見学してほしい。なお、例年、なぎさ公園で
これらのヨシを使ってヨシの再生を願う「ヨシ松明」のイベントが実
施されていたが、今年は5月14日にところを変えて美崎公園で「ヨ
シで遊ぼう」というヨシに関するイベントが実施されることになってい
る。ヨシ学習、ヨシを使った物作り、ヨシ笛演奏、ヨシ松明などいろ
いろな催しが計画されている様子、近く広報「もりやま」やチラシ等
で案内されることと思う。これを機会に速野の琵琶湖岸のヨシ群落
にぜひとも思いを寄せていただき、琵琶湖岸のヨシ原の存在意義
を学習してほしいものである。
　　　　　　　　　　　　　（美崎公園パークセンター　　　　中村　一雄）

みんなで取り組もう！！　ごみ減量とリサイクル
どうすればごみを減らせるかを紹介します
①買い物袋を持参する習慣を身に付け、袋や過剰包装を断る
②余分な買い物はしない
③野菜などは、ばら売りのもの（必要分）を選ぶ
④洗剤などは詰め替えの出来る商品を選ぶ
⑤料理は食べる分だけを作り、作りすぎないようにする
⑥生ごみはコンポストなどを利用して堆肥にする
⑦ラップの使用を控え、密閉容器を利用する
⑧電気製品やおもちゃは、壊れても修理して使う
⑨いらなくなった洋服や日用品などは、フリーマーケットやバ
ザーに出す
⑩古くなった洋服は作り直したり、雑巾にして利用する
⑪ごみと資源物を分ける
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小山建具店

市田建具店北村たばこ店

督永甚吾さん宅

藤原重雄さん宅

西村修司さん宅

タエ美容院

速野小学校

水保　「こどもSOS
ホーム」　地図

じぶんをまもるやくそく
　
　☆知らない人には　ついていかない
　☆ひとりに　ならない
　☆通学路の　お店や「子ども１１０番の家」の
　　　場所をおぼえる
　☆車から　話しかける人には　近づかない
　☆でかける時は　必ず　家の人に言ってから
　☆家のカギを開ける時は　まわりに知らない
　　　人がいないか　よく見る
　☆知らない人に　あとをつけられたり　さわら
　　　れたりしたら大声で叫ぶか　防犯グッズを
　　　使う

見直そう　子供の安全「こどもSOSホーム」
4月から小学校の新1年生も通学しています。
子供の安全の為に設けられました「こどもSOSホー
ム」に協力頂いておりますお家です。
もう一度、お子様に説明してあげて下さい。

下村　美樹（みき）ちゃん
　平成18年2月25日　生まれ

中町　下村　博さん
　　　　　　　　めぐみさん
ご夫婦の長女

「思いやりのある、やさしい女
の子に育ってほしいと願って
います」


